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『
わ
た
し
は
主
の
は
し
た
め
で
す
。 

お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
身
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。』 

                                 

         

        

         

                

お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会 

 
 

 
ま
ご
こ
ろ
会 

ド
・
ロ
様
と
歩
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

「
山
の
修
道
院
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た 

 
 

QR コードから

アクセスして

下さい 
 

昨
年
、

9

月
末
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
大
平

作
業
所
跡
に
加
え
、
「
山
の
修
道
院
」
の
簡
易
宿
泊
所

の
許
可
が
下
り
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
と
一
緒
に
宿
泊

所
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
山
の
修
道
院
は
、
自
然
の
素
材
（
木

材
・
石
）
で
作
ら
れ
、
窓
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
開
放
的

で
温
か
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

1

階
に
調
理
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
自
分
達
で
料
理

が
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
は
、
か
ま
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
薪
を
拾
っ
て
火
を
眺
め
な
が
ら
料
理
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
薪
で
炊
い
た
ご
飯
は
格
別
の

味
が
す
る
と
思
い
ま
す
。
２
階
は
窓
際
に
、
は
め
込
み

式
の
細
長
い
机
が
あ
る
だ
け
の
広
い
空
間
な
の
で
ど

ん
な
風
に
使
う
か
は
ア
イ
デ
ア
次
第
で
す
。 

便
利
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
空
間

で
、
ド
・
ロ
様
と
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

IS
H

IZ
U

E

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。 

ま
ご
こ
ろ
会
会
員
帰
天
、
お
祈
り
く
だ
さ
い 

・
マ
リ
ア 

 

平
川 

マ
ツ
様 

 

三
井
楽
教
会 

・
テ
レ
ジ
ア 

梅
田 

ミ
サ
様 

 

上
神
崎
教
会 

窓から見える温かい灯り 

階段昇降時にも海や山が 

窓いっぱいに広がります。 

今回、いちから積んだド・

ロ壁。職人さんによると

石自らが、「私の場所はこ

こですと教えてくれる」

とのことです。 

2 階で寝袋を利用して休み

ます。朝日とともに気持ち

よく目が覚めそうです。 

キャンプサイトから海を眺めて 

水平線に沈んでいく夕陽をゆっくり

と眺めながら、自然との語らい、神様

との語らいに導かれていきそうです。 

9

月

1

日
か
ら

10

月

4

日
は
「
い
の
ち
を

守
る
た
め
の
月
間
」
で
す
。
毎
年
、
9

月
の
第
一

日
曜
日
は
「
被
造
物
を
大
切
に
す
る
世
界
祈
願

日
」
で
、
今
年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
「
被
造
物
と
と
も
に
あ
っ
て
、
希
望
し
行

動
し
よ
う
」
で
す
。 
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フ
ィ
リ
ピ
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
る
日
本
人
向
け
の
「
日
刊
ま
に
ら
新
聞
」

（
8

月
9

日
）
で
ア
ラ
イ
・
カ
プ
ア
で
の
活
動
の
一
コ
マ
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
記
事
を
書
い
た
岡
田
さ
ん
は
当
日
、
朝
早
く
か
ら
ア
ラ
イ
・
カ
プ
ア

の
事
務
所
に
来
ら
れ
て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
様
子
を
見
、
ビ
ー
フ
ン
を
食
べ

て
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。 


